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南房総リハビリテーション・ケア文化祭

目的
●知る機会の提供

集うことによって、顔を知り、事業所を知り、地域を知る機会を提供。

●チャレンジの場の提供

自ら発表者として、自分の機関についてまとめ、それを大勢の前で

伝える機会を提供。

●地域作りへの参画の一歩

自分の機関で担当する仕事だけでなく、地域という視点で仕事を

行ってもらいたい。ともに協業が行われる地域となる。

●リハビリテーションの概念を拡張

様々な視点での地域の課題を学び、固定概念にこだわらず、

リハビリテーションの固定概念を拡張していく。

●リハビリテーション資源の開発

地域におけるリハビリテーション資源を開発し、広めていく。



南房総リハビリテーション・ケア文化祭

開催して実現したい事
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自らの業務遂行から、地域作り・協業のサイクルへ

自分の業務
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地域作り・協業



南房総リハビリテーション・ケア文化祭

参加してほしい対象

参加して欲しい対象の中心は、医療・介護・福祉。
会を重ねる毎に、対象者は拡大中

医療

介護 福祉

行政

教育

就労支援

関連業種



会場



リハケア文化祭 参加者

鴨川市 鴨川市 鴨川市 鴨川市 鴨川市 南房総市 館山市 鋸南町 鴨川市
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リハケア文化祭 参加者動向



開会式・閉会式



特別講演



ちぎり絵



みんなの作品展



ポスター発表



地域リハ杯 ボッチャ大会



機器展示・試乗・体験ブース


